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　　　　　　緒　　雷　　　　　　　　　　　　　　　　載され，軟Tl；として火傷・凍傷・湿疹などの皮膚亘炎患

　経口避姫薬にかんする研究は比較的すくなく，また　　　に応川され，現在においても電要な生薬の・一“つになつ

経目避姫薬として突用化されている薬物はほとんど皆　　　ている。

無ともいえるが，わずかに燐酸IleSperidineや了ll｛体　　　1941年Train⑦はアメ！1カイソデイアンが，避妖

Hormonが実験されているにすぎない。　　　　　　　　の1：」的でムラサキ根部の浸剤を内服しているのに注目

　Pin、・・①によ鱗酸Hesp，・ldi・・は1－ly・rul・ni・　していらし、　C・an・t・n　and　R。bi・・。・⑤は一…7スの

acid分解酵素にたいし，強力な阻止作用を有するこ　　　食餌にムラサヤ根部の粉末を混ずると，発情周期が抑

とが幸晧されて以来，Sieve⑨V・mこれを馴湘・酬　t］｝uされること齢いだした。その1麦Pl翻醜⑨はラ

し，300組の夫婦に30ケ月にわたつて，11三1「orng／kg　　　ツトでも同様な覇：実を観察し，さらにムラサキエキヌ・

を服用せしめたところ，ほとんど完金に避妊効果がえ　　　を皮下に泣射すると子宮の縮小，卵巣の発育停止がお

られ・またこの間副作用とおもわれる障審はまつたく　　こると述べている。またDrasher⑩も同様の結果を

みられなかつたと報告しているが，実際には期得され　　　発爽している。

たほどの効果はなく，現在では燐酸HeSperidineは　　　　かかる発情周期抑制のfノ朗1機序については，　Cran一

ほとんど使用されていない。　　　　　　　　　　　　ston，　Drasher⑪は甲状腺は関・与しfcいと述べ，　Plu－

　・一一tif，黄体HormonにかんしてはHaberlandt③　　nkett⑫はEstrogen作用の阻Ll二もみられないといつ

　らがウサギ，モルモツトで排卵抑制がみられると述　　　ているが，前紀Cranstonは脳下垂体にはたらいて

べ，そののちRiibmerが臨床的に3ケ月にわたり婦　　　Gonadt》trepinの作ll：1を阻止すると発表しておりt

人に投与して不妊がみられたという報告があり，たと　　NQble⑱も同様のことを報告している。

えそ紅が確爽であるにしても，経済上わがくにでの一　　　　近年わがくににおいても経口避妊薬としてのムラサ

般化は困難であるとされている。またHaberlandtら　　キの作用が注四されるようになり，すでに数人の研究

③はTrophQblast　Hormonをラツトおよびモルモツ　　着によつて研究がおこなわれている。すなわち岩弗ら

　トに投与して不妊をきたしたと帳借し，わがくににお　　⑭はユホンムラサキ根部の浸出液はシナホリソ，アソ

いても飯田④⑥は本Hormonをもちいてウサギを人　　　テロソあるいは妊婦尿中のGonadotr。pinによるヒ

工的に不妊化し，さらに20例の婦入にもこれをこころ　　　キガエルの排精を抑制することをみとめ・その有効物

み，14例で不妊の効果がえられたと述べている。1955　　質は水様性，耐熱挫であると発表している。また田原

年Sanger夫人が来朝して，経口避妊薬にかんする講　　⑮はラツトにムラサヤの抽出液を注射すると，発情を

演をおこなつていらい，わがくに｝こおいても経目避妊　　　抑制することをみとめ，この作用はEstrogenおよび

薬えの関心がたかまり，その現われの一つとしてムラ　　Gonadotropinに職接1’，1］・抗するためではなく・主とし

サキの価値が浬目されるようになつた。　　　　　　　　て性上位部に作用して機能的にGonadotropin産生

，　ムラサキはわがくににおいては，古くから観賞用植　　　を抑制するためであろうとし，またその作用はムラサ

物として親しまれ，万葉集や古今和歌集に詠まれてい　　　キの1茂分中のFumaric　acid　lこ蜜接な関係があるら

るが，また染料としても使用されてきた重要な植物で　　　しいと述べている。さらに田原⑯はその作用について

ある。また漢方においては，ふるく本菓綱H⑥にも記　　　考察し，ムラサキの胸効囚子は間脳，下暴体を介して
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作用を発揮するであろうと発衷している。さいきん福　　　いする作用をしらべたのでここに報告する。　”

沢⑰はムラサキエキスはin　vitroでGOnadotropin

を不活性化する作用を有することをみとめ，さらにム　　　　　　被験藥物

ラサキにふくまれている有効物質についても検索をす　　　　儒州産の栽培されたニホソムラサキ（Lithosperm一

すめたが，Fu【naric　acidおよび無水Succinic　acidで　　　um　Erythrorhyz（，n，　Sieb，　et　Zucc．）（以下ムラサキ

はGonadotrepin不活ヒk化作∫11はなく，また別に有　　　と記す）の乾燥根のAlcoh◎1抽出エキスをもちい

効成分として抽出したQuinone体と関係を有する物　　た。なお杣1鍋よ橘生薬晶工業会ネヒ研究課の協力をえて

質（C物質）についてもラツト発情周期の抑｛岡はみと　　　おこなつた。その化掌的性状は茶褐色，濃い飴状を暴

められなかつたと報沓している。伊藤⑱はムラサキの　　　し，いくぶん甘味および渋味があり，吸湿性で水，

有効成分についてさらに研究をすすめ，in　vitroの　　　Ether了i］顧溶である。さらにこのエキスから紬IM塑1物質

GonadotrOpin不活性化作用をもっC物質の毒性なら　　　を抽出し，これにっいても性朋期におよぼす影響をあ

びec化学的｛｛k質をしらべ，本物質は構造v・1・・VC　Ket。n　わせしらべた諦1｝品性物質のlll1職よ長野県衛州II蝶務

基を有し，Shikoninの誘導体または分解然物，すな　　　課小林披師に」：つておこなわれた。

わちNaphtoquinone誘導材‘と推定している。三浦　　　　エキスの抽出：ムラサキ根部をよく水遊し，生乾き

⑲もc物質について研究をおこない，本物質はin　vi一　　のときに細切し，約1週問臼かげで発全に乾燥させた

troでかなり独力なGonadotropin不活性でヒ作翔を　　　のち，70％Methanolを3倍鑑加えて，3［iil温浸す

有するが，ウサギで銅塩排卵抑制作用はみとめられな　　　る。ついでこのAlcohol抽出ニキスをEtherで処

かつたと述べ、さらにムラサキの性周期抑｛1｝lllノ酬】は少　　　理して，黒紫色の牲布な奥気のある部を除去し，残り

くともC物質，Fumaric　acid等が叢要なf／1…liqをなす　　　のエキスを濃縮すると上記のような謡キスがえられ

ものではなく，これら物質以外の末側の成分がllll係し　　る。・得錨：は来乾燥根1k繕にっき約1509であつた。

ているのであろうと考えている。しかしムラサキの臨　　　結晶性物質の抽出⑳：上記ムラサキエキスを稀硫

床実験についてはあまりおこなわれて漏らず，前記イ　　酸にて睨撚体分解作用をおこない，これをEtherで

ソデイアンの使用のほかはWieSnerら⑳の人体実験　　処理してえられる黄色の結晶性物質をさらにEtherに

があるにすぎない。すなわち彼等はLitl10SpermUm　　　て洗瀞し，昇蘇法にて精製すると白色針状結晶がえら

Officinaleの水浸液をヒトに投与したが，何ら中轟作　　　れるoこ2τは融点187～190°Cと280　・v　30⑪゜Cの2

用はなく，また米歴婦に投与してもEstrogen作川に　　　瓢の結品で，いつれもEther，　Alc⑪holに易溶，水に

は影響はなかったが，Progesteron作用は低下するよ　　はわずかに溶け，　PH　3．2～3，4であった。なおこの

うであると報告している。　　　　　　　　　　　　　　結品性物質はSuccinic　acid，　Fumaric　acid｝こきわめ

　今回著商が研究にもちいたのはニホンムラサキ　　　て類似した性質をもつている。

（Lith・・p・・m・m　E・yVl・r・・hy・・n・Si・b・・t　Z・cc・）　エキスの1網のさいにえらli・．る鱗性物質につい

であり・Cranston，　Wiesner　and　Yudkin⑳らのも　　　て：前記＝キスの抽出過繰においてえられるAlc。ho1

ちいたセ個ウムラ艸（Lith°・p・r「n”m　Offi・in・1・）　抽出エキスより，’縢色鰻する鱗性物質をEth，r．’・

とは植物学的には多少差異のあるものであるが，とも　　　処理により分離した。かぐしてえた色素エキスはACe＿

繭謁Fl原らによれば働物ilこ＊sいて鼎周翻】制f’F　tyl・hik・・inを主齢とし，　II繰色で＿鮒有の刺激

服有するものである・しかしこの・ホソムヲサキに　奥が効，水に醗く瀬孕せず，鰍AI，。h。1には可

ついて孫纐勺に翻・ならびに一般薬欝朧礪し　溶であるヵ・，8。9・。　A1・・h。1・t・はわずか1・溶け，50％

た結はほとんどない・　　　　　　　A1・。h。1にはほとんど不溶である。

　著潜はニホンムラサキの乾燥根をAlcahol抽出し

てえたエキスについて，毒性ならびre　一一般薬理作用を　　　　　　　　爽験方法ならびに成績

しらべ，さらに性周期にたいする作用にっいても研究　　　　ユカエルおよびマウスにたいする毒性ならびに中

した。またニホソムラサキの有効成分を追求するため　　　　　　毒症状

の諸学者の務力のうちで，田原は融点の上からFum－－　　　a）カエルについて；体重209前後の雌雄のトノサ

arate，　SUCcinate様物質が＄・くまれているらしいと述　　　マガ・ルを使用し，薬物は曲理食塩水で稀釈して10～

べており，著者はムラサキ・r・キスの砥かにFumarate，　　50％溶液として，胸部リi・’パ腔内へ注射した。50mg

succinate　および小林⑳によりムラサキエキスよ　　　／109　一一　100　mg／109ではほとんど変化はみられず，

り抽幽された2種の結晶性物質についても性周期にた　　　250mg／109～500mg／109の大量注射ではじめて，注
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射後蛍もなく自発運動は減弱して運動不活磁となり，　　　い。500mg／109の大鍛注射にても・100！ng／109の場

数分後には自発運動はまつたく消失して麻痺状態にお　　　合と憾とんど同様な変化がみられるにすぎず，プロツ

ちいり，願部，腹部を床にっけてうつくまり，反転反　　　クないしは心動の停11二をみることはなかつた　（第1

射もみとめられなくなる。また注射後まもなく注射部　　図）。

位の胸部を中心として，大腿部にかけて皮厨が紫色に　　　　3カエル摘出心臓にたいする作用：

変化し，時聞の縄過とともに紫色は側腹部にもおよぶ　　　　体重40～50鷹のトノサマガエルをもちい・Straub

が，30～40m後にはかかる着色もしだいに減退の傾　　　法に従つて心臓を摘出し，大動脈よりカ＝・・一一・一一レを挿

向を示すとともに，麻痺状態も徐々に回復し、約1h　　入してRinger液を濯流させた。薬液はo．1－10％

後には反射は樽びみられるようになり，臼発運動もお　　　の害1にRinger液に1宅昏解して，カニユーレ内のRin一

こってくる。このように250mg／ユ09－5001ng／109　　　即r液と交換した。このさいカニユーレ内の灌流液錨：

というかなり大量の注射でも致死例はみられず，また　　　はつねに一定となるよう留意した。α1～1％液の灌，

麻癖のごとき中襟症状も比較的一過愉で，エ＝V－　7・の・毒　　流では心動振輌がやや小となり，ときには薬液注入嵐

性はきわめて小であることがわかつた。　　　　　　　　後から約3mころにかけてブロツクの出現した例もあ

　b）マウスについて：体重20～30霧の剛髭雄の健常　　　るが，これも一過性でまもなく心動の調律は正常にも

マウスを使用し，薬物は生理食塩水で稀釈してO・1　rw　　どり，振幅の軽度縮小をのこすのみとなる。かかる振

50％溶液として，皮下，腹腔内あるいは尾部の静脈内　　　Ili盛縮小もRinger液に炎換すると再びもとの搬幅に

に注射した。50mg／109の皮下V，1三射ではまつたく・瞬　 圓復する例が多かつた。2・5％液の濯流では，鰍よ

症状はみとめられず，10Cmg／109にいたると涯射後　　　り振幅鳳著朋に小となり，　Ringer液濃流時の約1／s

約30mころから軽度の呼吸促迫，立磁などがみられ　　　以下に低下し、約3m後には搏動数が減じてブPツク

るが，約lh後には鳳とんど圓復する。100mg110gの　　をおこすようになるとともに振111｝ilはますます小とな

腹腔内油射でも10mころに同様な軽度の呼吸促迫が　　　る。しかしRinger液に交換すると回復する。5％液

みられるが，回復はすみやかで約20mころにはjE常　　　では交換冠窪後に心臓は拡張性に肇事止するが，　Ringer

にもどる。25m9／109　・v　50mg／lOgの静脈内注射で　　液にもどすとふたたび搏動をはじめる。10％液以上の

は，注射離より運動は停止して麻獄態におちい　高濃度では心動呼焼熱傅止して・Ri・ger液鮫換

り，頭部を下げ腹部を旅につけてうずくまり，呼吸も　　　しても，回復庶まつたくみられなかった（第2図）。

促迫状を呈して，いくぶん不穏状となるが，回復はす　　　　　4ヒキガ＝ル摘出心臓にたいする作用：

みやかで5～10m後には自発運動も普通となり食餌　　　2509前後のヒキガxルの心臓を摘出し，八木式灘

もとるようになるoz‘　somg／log～500mg／lo9の大　　　流法により爽験した。薬物はo・1％・工％・2・5％およ

・量静注でも，同様の麻痺状態がやや高度かつ長時間つ　　　び5％の各濃度のRinger溶液として灌流にもちい

つくが，致死をきたした例は1例もなく，約30mこ　　た。0・1％液の湛流ではごく軽度の振幅の縮小がみら

うには圓復がみられた。　　　　　　　　　　　　　　　れるのみで，搏動数にはまつたく変化はなかつた。

　このようにマウスにおいても，本エキスの毒性は極・　1～2・5％液では交換礁後に～過性に心動振幅は小

めて小で，致死墨は少くとも500mg110g以上と推定　　　となるが，その後しだいに増大して，・薬液濯流前のぞ

された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れよりかえって大となる。かかる振幅増大は数分つづ

　　2カエル生体内心臓にたいする作用；　　　　　　　くが，Ringer液灌流にかえると徐々にもとの掘幅に

　体重20～509のトノサマガエルに，Engelmann　　もどる。このさい搏動数にに著変はみとめられなかつ

法に従ってUretllane麻酔をほどこして呼吸運動を　　　た。5％液では灌流直後に心臓は拡張性停」Lをきたす

静止させたのち，開胸して心臓を露出し懸昂法によつ　　　が，Ringeir液に交換すると，まもなくもとの搏動に

て，心運動を煤煙紙上に描記させた。なお薬物は生理　　　もどる。またいつれの濃度においてもプロツクをきた

食塩水で稀釈してO・1～5％溶液とし，注射全鐙が　　　した例はなかつた（第3図）。

1．　Occをこえぬように調製し，大腿リyパ腔に注射し　　　　5ウサギの呼収，血圧ならび1こ心動にたいする作

tc。O．3mg／109～30mg／109の注射では心動にたいして　　　　　　用：

はまつたく作用はみられなかつた。40mg／109では軽　　　　体電2～3k9のウサギをUrethane麻酢下に，観

度の心動振幅の増大がみられたが，搏動数セこは著変を　　血的に操作をおこなって実験した。すなわち呼吸は直

みとめなかつた。100m9！109では注射後まもなく心収　　　接気管にカニユーレを挿入して，これをゴム管で

縮は減弱して振幅は小となるが，搏動数には著変はな　　　Mareyのタンブールにつなぎ，タンブール上にとワ
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　　　↑　　　　　　　　　　　　　5m　　　　　　　　　　　lom　　　　　　15m　　　　　　　　　　　　　，

100m9／109　Lith・Ext・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前の状態にもどつた。400mg／k9～
T：6Sec
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　800mg／kgの大量注射の場合は，注射
　　第1図カエ姓体内心榔た吋るムラサキェキスの作用　開始後まもなく暇の振幅は一過性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に大となるが，っいでだんだん小と

↑0．1％Lith．　Ext．　　　↑Ringer

して，耳介静脈よりゆつくり注射し

た。

　呼吸にたいしては，80mg／k9の

注射では．注刎終了ころから呼吸振

幅は小となるが，呼吸数には著変は

みられない。しかしかかる変化も比

較的一過性で　2～3m後には注射

なり，注射後5～6m後にはふたた

び注射前より増大する傾向をしめ

し，約15mころ最大となるが，その

は注射前の振幅にもどつた。

　血L圧にたいしては，80mg／kg，400

↑2．5％Lith。　Ext．　　↑Ringer　10m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－、

いずれも注射後5～20mlnHgにお

よぶ血圧の下降がみられるが，比較

的一過性で5～6m後にはほぼ注射

前の血圧にもどる。かかる血圧の下

降も注射量が多いほと著明で持続時

間も長い傾向がみとめられた。また

前述の大量投与時の呼吸の変化のう

ちで第2回めの呼吸振幅増大の時期

には，5～10mmHg前後の血圧の

動揺がみとめられたものもあつた。

　　ttt．’t”／，．，，，’、．・貯1’・　’・　　　　　　　　’L・動はいずれの例においても・注

　　　　　　　　灘　　　’　　　　　　　　　　　射中に軽度の振幅の縮小がみられた
　　　　　　　　　’　t－tt…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，注射終了後はすみやかに回復

c　　　　　　　　　　　　　し．その後はかえつて振幅は注射前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より増大し，1～3m後にはふたた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び注射前の振幅tcもどる。このさい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心搏動数には著変はみられず，また

野農ExL↑↑Ringe「　　　　　　　　心動の調櫓・も変化はみ・め徽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつた（第4図）。
　　　第2図　カエル摘出心臓にたいするムラサキエキスの作用　　　　　　　6末梢血管にたいする作用

　　　　　　　A：°・1％エキスB：2・5％エキスC：5％エキス　　、），サギ摘出恥の，騰、・た、、

つけたへ一ペルの動きを煤煙紙上に描記させた。血圧　　　する作用：Krawkow・P・ssemski法に従つておこな

は一側頸動脈にカニユ・一レを挿入し，Citrate液をみ　　　つた，すなわち撲殺直後のウサギ耳介を根部より切断

たしたゴム管で水銀マノメーターにつないで，その動　　　してえた標本について実験をした。なお耳介標本は新

きをへ一ベルでみちびぎ，また心臓は開胸露出して，　　　鮮標本ならびに，氷室内で24h冷Ringer液にひたし

直接心尖部に糸をかけるか，あるいはCushnyのミオ　　　ておいた保存標本を使用した。薬物は0・1～5％の

カルドグラフをもちいて，心動をヘーベルにみちび　　　Ringer溶液として，動脈カニユーレの直上部のゴム

き，同時に描記させた。なお薬物はRinger液に溶解　　　管に注射器をもちいて注入した。
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　0．1％液の注入では灌流にはまつ

たく変化はみられないが（第5図），

1％液では注入直後より濯流量は減

少し，約2しm後は最小となり，つい　　A

で徐々に増加しはじめ，約40mころ

にはもとの灌流量にもどった（第6

図）。5％液では灌流量の減少ぽさ

らに高度となり，40mころに最小と　　　　　U・i°／oLith・Ext・↑　　　　　　↑Ringe「

なり，その後徐々に回復の傾向をし

めしたが，薬液灌流前の状態に回復

することはなかった（第7図）。な

お対照として注入したRinger液

にてはなんら灌流量に変化をきたさ　　B

なかつた。

　　ii）　ヒキガエル後肢血管にたい

　　する作用：

　Ltiwen－Trendelenburg法に従　　　　　　↑2・5％Lih・Ext・　　　　Ringer↑↑　↑　↑　↑　　↑

つて・キガエル後肢血管標本をっく　T：6Sec・

り，薬物はRinger液にて稀釈溶　　　第3図　ヒキガエル摘出心臓にたいするムラサキエキスの作用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A：0．1％エキス　　B：2．5％エキス
解して，腹部大動脈に挿入したカニ

ユーレの直上部のゴム管に注入した。

　O．Ol　％液ではほとんど変化はなく　（第8図），0．1

％液では，約3mころより灌流量は減少し，この状

態は約20m持続して，30mころからふたたびゆつく　　　，
・回復・はじめ・が湖揃・灘量に・・もどらなか　鎌

つた（第・図）・…％液・場合も・顧様な傾向を　襲

たどるが約30mころにもなお著明な灌流量の減少　　　（U

がっついた（第10図）。1％液の注入では減少が高度　　　分

で・10mころは薬液注入前の灌流量の約1ハとなり，　　　胆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tOこの状態は回復の傾向なく，かなり長時間つづき50m

ころにてもごく軽度の回復の傾向がみられるにすぎな　　　　　　　　　　　　時　間　（分）

かつた。なお対照としておこなつたRinger液の注　　　　第6図　ウサギ耳介血管にたいするムラサキ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エキス（］％）の作用（灌流法）
入では灌流量になんら変化はみられなかつた　（第11

図）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千o

灌5！

流
滴
数
2z°

分
間

）lo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うo

αIx・キス　　　　　　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秀1。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胆

　J　　　Iゐ　　　Zl　　　50　　　5s　　　弼　　　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　tk　　　　zド　　　iO　　　sfl　　　弓9
　　　　　　　時　間　（分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間　（分）
第5図　ウサギ耳介血管にたいするムラサキエ　　　　　第7図　ウサギ耳介血管にたいするムラサキエ

　　　　キス（0・1％）の作用（灌流法）　　　　　　　　　　　　キス（5％）の作用（灌流法）
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　　J血　　圧A

騨■■騨鳳騨願剛騨嗣

↑80mg／kg　Lith．　Ext．　　　　　　　5m　　　　　10m

B
血　　圧

↑400mg／kg　Lith．　Ext．　　　　　　8m　　　16m

心動■■■■願唄　　顯

　　血　　圧C

　　　T：6Sec　↑800mg／kg　Lith、　Ext．　　　　　5m　　　　10m

第4図　ウサギ呼吸，血圧，心動にたいするムラサキエキスの作用

　　　A：80mg／kg　B；400mg／1【g　C：800mg／kg

40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午o

灌　　　　　　　　　　　　　　　　　　 灌

鍵＿＿＜＜へ！　　鍵
㍗　1　　　　　雰・
間o・OIXJYK　　

胆
、ノ

　tO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lo

o．［％；杁

　　5　12　Zl　50　5a　4s　　　　　　5　t・　Zt　se　3e　肇s
　　　　　　時　間　（分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間　（分）
第8図　ヒキガエル後肢血管にたいするムラサ　　　　　　第9図　ヒキガエル後肢血管にたいするムラサキ
　　　キエキス（0，01％）の作用（灌流法）　　　　　　　　　エキス（0・1％）の作用（灌流法）
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漱

流
滴ヲP

数

D　2。

分
間

）
　lo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歎

台　　　　　　　穿、
OI弓多二杁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　5　　　　　1s’　　　a7　　　　5？　　　　Si　　　　65

　　　　　　　　時　間　（分）

第12図　ムラサキエキス（10mg／k9）のウサ
　　5　　1乃　　31　　5P　　st　　42　　　　　　　　　　ギの利尿にたいする作用（輸尿管法）
　　　　　　　　時　間　（分）

第10図ヒキガエル後肢血管にたいするムラサ
　　　　キエキス（O．5％）の作用（灌流法）

　ぜP

漱

流
　3P
滴

数

2コP

分
間
）
　1）

尿
排り

出

滴5
数2
1AL

分1
胆、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　t♪　　　　27　　　3t　　　　tl　　　　ls

1．elttK　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間　（分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第13図　ムラサキユキス（50rng／kg）のウサ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギの利尿にたいする作用（輸尿管法）

　　　　　5　　　　　1z　　　　ンl　　　　Sb　　　　　3曾　　　　壁8

　　　第、1図。繍轟羅たいす。。，サ　簿

　　　　　　　キエキス（1％）の作用（灌流法）　　　　滴5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　警・

　　　・ウサギr一たいする利腓用について・　　　禽

樋…前後・成熟ウサギV・茨験開㈱・・F・あ　）3　，“　“ls，ll（　『t分）‘a「s

らかじめ胃管で常水100cc搬与し，ついでN・mb一　　第14図ムラサ枇キス（loomglkg）のウサ
uta130mg／kgの静注による麻酔のもとで開腹して両　　　　　　　　ギの利尿にたいする作用（輸尿管法）

側輸尿管を露出，それぞれに細いガラスカニユーレを

挿入して，i接排泄される尿量を測定した。薬物は　　　　8ウサギの生体内腸管にたいする作用：

Ringer液で稀釈溶解して1～10％液として耳介の静　　　成熟ウサギをUrethane麻酔下に，　Trendelenbu－一

脈に注射した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　rg法に従って開腹して回腸下部を露出し，特殊の円

　10rngll〈gの注射では，ほとんどの例で尿排出量に　　　筒器を挿入して回腸の一部を固定し，腸運動を阻害す

変化はみられなかつたが，一部の例で一過性の尿量の　　ることなく，できるだけ呼吸運動が介入しないように

減少がみられ，十数分後にはもとの状態にもどった（　　操作してから，円筒内の回腸部の運動を，セルフイソ

第12図）。5emg／kgでは注射後，十数分へて尿墨は　　　をつけた糸でへtSベルにみちびいて煤煙紙上に描記さ

軽度に減少しはじめ約20mつづいてから，さらに急　　　せた。このさい露出による腸管ならびに腹腔の乾燥お

速に減少し，50mころは注射前の尿量の約1んとな　　　よび冷却をさけるため，ときどき加温Ringer液を

　り，その後は回復することなくこの状態がっついた（　　滴下するなどの注意をはらつた。薬物はRinger液

第13図）。100mg／kgでは20mころから減少しはじ　　で5～50％溶液として耳介静脈に注射した。

め・約70mにいたると尿墨は著明に減少してほとん　　　10mg／kg～40mg／kgでは芒il三射後まもなく腸運動の

ど尿の排出は停tLした。かxる状態は時間を経過する　　　振幅は小となり，かつ不規則となるが，その後比較的す

もまったく回復せず，またDihydroxypropyltheop一　　みやかにもとの状態に回復する。緊張には著変はみら

’hyllineのごとき利尿剤をもちいても回復しなかつた　　れなかつた。200mg／kgでは淀射開始後ただちに腸運

（第14図）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動は不規則かつ振幅は小となるが，緊張はかえつて上
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A

昇の傾向をしめす，かXる変化も

ごく一過性であり，数秒後にはも

との振幅にもどるが，トーヌスの

上昇は軽度ながらも持続した（第

15図）。

　　9ウサギの摘出腸管にたいす

　　　る作用：

　Magnus法にしたがって実験し
↑40mg／kg　Lith・Ext・　　　　　　10m　　　　　20m　　　　た。すなわち撲殺直後のウサギ回

B

腸下部を摘出し，ただちに冷Ri－

nger液につけて氷室に保存し，

使用のつど約2cmの長さに切断

してもちいた。薬物はRinger液

にて溶解し，ピペツトにて腸標本

をつけたMagnus管中のRinger

液中に滴下した。なお恒温槽の温

　　　　　↑200mg／kg　Lith・E・t・　　　10m　20m　　度は38・Cとし，薬液濃度はMa－
T：6Sec
第15図　ウサギ生体内腸管にたいするムラサキエキスのfiF用　　　　　　gnus管中での最終濃度でしめし

　　　　A：40mg／kg　　B：200mg／kg　　　　　　　　　　　　　　　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10”4以下の濃度では，まつた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く変化はみられないが，10－3では

A

緊張は低下するとともに，腸運動

の振幅も軽度に縮小する。その後

まもなく振幅は回復するが，緊張

はかえつて上昇の傾向をしめし

た。かXる緊張上昇も数分後には

薬液注入前の状態にもどつた。

】0－2という高濃度にては，ただち

に緊張は低下して弛緩状態となり

↑1x10－「；Llth．　Ext．　　　　　　10m　　　　　腸運動は完全に停［Lした。このさ

いRinger液と交換するとふた

たび腸運動は回復した（第16図）。

　　ユ0　ウサギの生体内子宮にた

　　　　いする作用：

　成熟非妊，非発情期のウサギを

もちいてTrendelenburg法にし

たがい，前記の生体内腸管におけ

ると同様の操作により，子宮の運

動を煤煙紙上に描記させた。薬物

はRinger液に溶解して耳介の

・。・・一・Li・h．　E。・．↑　↑Ri。ger　8・　　静脈略肌た・

T：6Sec　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10mg／k9～40mg／kgの注射では，
第16図　ウサギ摘出腸管にたいするムラサキエキスの作用　　　　　直後に軽度の運動振幅の増大がみ

　　　　A：1×1°－3エキスB：1×1°『2エキス　　　られたカ・，比較的＿，雌で・～3・後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には注射前の状態にもどつた。こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のさい緊張には変化はない。200
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　　　　　↑200mg／kg　Lith．　Ext．　　　　　　　　　　　　　　　　　ユOm

T：6Sec．

　　　　図17第　ウサギ生体内子宮にたいするムラサキエキスの作用

↑1×iO－↓Lith．　Ext．　5m　　　工Om　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

た。10－3液中では，ただちに子

宮の緊張は低下するとともに振幅

も小となる。かNる変化は時間と

ともにますます高度となり，約20m

ころには子宮運動はほとんど停

止し，緊張は低下して子宮は弛緩

状態となつたoこのさいRinger

液と交換するとふたたび子宮運動

はあらわれるが，薬液注入前の状

態には回復せず，いぜん振幅は小

なるままにとM．まった（第18図）。

　　12　ラットの性周期にたいす

　　　るムラサキエキスおよび結

　　　晶性物質の作用：

　体重20e9前後の，　Wister系成

熟雌処女ラツトを各個室に飼育

し，食餌は毎日少量の小麦，水を

　　　　　　　　↑1×10　一　u）Llth。　Ext．　　　　↑　Ringer　　　　　　　与え，かつ数日ごとに野菜，魚粉

　T・6Sec・　　　　　　　　　　　　　　を投与した。体重は5～7日めご
　第18図　ウサギ摘出子宮にたいするムラサキエキスの1乍用　　　　　　とに測定して，栄養状態にとくに

　　　　　　A：1x1°一’エキスB：1x1°－t’エキス　　　　気をつけ，室内臆るべくうす暗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くし，かつ静かなところで飼育し

mg／kgでは注射直後から緊張は上昇するが，運動は　　　た。実験にあたっては，約2週間前より規則正しい性

減弱して振幅は小さくかっ不規則となる。この状態は　　周期像をしめすものをえらんでもちいた。

5mころまでつづいて回復の傾向をしめすが，その後　　　　薬物は生理食塩水溶液として，　20mg／100g～100mg／

ふたたび振il囁はいくぶん小となり，緊張は軽度ながら　　　100gを毎日，ほぼ一定時間に背部皮下に注射した。性

上昇をしめしっっ持続した第17図）。　　　　　　　　　周期の実験には小山・中尾の方法に従い，毎日ほぼ一

　　11　ウサギ摘出子宮にたいする作用：　　　　　　　定時間に，とくに作製したガラス製スポイトに，あらか

　前記ウサギ摘出腸管における実験と同様に，成熟非　　　じめ0・1～O．　2ccの生理食塩水をとり，これをラット

妊，非発情期の子宮の摘出標本についてMagnus法　　　の睦内に挿入し，生理食塩水にて睦内を洗1條するがご

により実験した。薬物も摘出腸管におけると同様に　　　とく，2～3回パンビングし，ふたたびこれを吸引し

Ringer液にて稀釈溶解せるものを，ピペットにて　　　て，ス巧イドガラス上に塗沫，　Ether　一　Alcohol液に

Magnus管中に注入した。　　　　　　　　　　　　　　て固定，　Giemsa染色またはMethylene－blue単染

　10　4液中では，子宮運動の振幅はしだいに小とな　　　色にて鏡検し，間期Diestrus（白血球，上皮様細胞

るが，緊張は上昇の傾向をしめす。その後振幅はもと　　　），上皮期Proestrus（上皮様細胞），上角期Estrus

の状態に回復するが，緊張の上昇は軽度ながらっつい　　　1（上皮様細胞角化細胞），角化期Estrus　E（角化
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欄）の四期に頒した・　　　　　　HY）ごとに皮下酬して，ふ煉び性醐力：あらわれ
　　a）ムラサキエ哲の椛肌湖合・　　たのをたしかめてのち藻伽それぞれ3。mg／1。Og，
　20mg／1009の皮下注射では・淀射期間中一一・「朔くら　　50mg／100g、100mg／llOegを背部皮下に注附して，ム

いの角化期の欠除がみられるのみで・ほぼ正常にちか　　　ラサキエキスのEstradiolにたいする作用を検討し

い性周期像がみられた。30mg／100gでは，連続して　　　た。

2回の角化期の欠除があり，また注射中止後も，はじ　　　　Estradiol　O・002m9注射後4日めに急に朔化期があ

めのうちは不規則な性剛U］像が蜘剛寺続した。50　らわれ，その後薬物30mg／1009の／芝下1謝を13田

mg／1009では・はじめの第11亘1め｝こは角・fL；VJ・b9みら　間連臨孔ても，鞠測ながらl！l…Ji・1・］jVj像があらわれた。

れたが，その後は注射期間中まつたく角化期は消失し　　　Estradit〕10・oo4mgにたいして薬物Jremglloogを注’

てみられず・淀射を中止すると数旧にて正常の性周期　　射した揚合も，1～3日めごとに不規則ながらfrl　fヒ期

があらわれるようになつた。1。O・ng／100gの揚脅も，　がみられた。

50tng／1009　の揚合と同様な状態をしめすが，沈射中　　　　EstraCliol　O．02mgにたいして，寮物100mg／1009

止麟1圓めの角化期があ5－2。れるまでにやや長時日　網三射し醐合も，同様に不規Slllながら角化期があら

を要した（第19図）。　　　　　　　　　　　　　　　　われ，いつれもムラサキにょる角化期欠li粂はみられな

　　b）卵巣を摘出し，Estradiolを投伊せるラツト　　　かつた（第20図）。

　　　の欄期にたいするムラ・1」・牌・、・スのf’醐；　　　c）ムラサキエ・1獄」：蝋1鯉し燗　，・1弐187～19。。

　正常性周期をしめすラツトを，Urethane麻酔のも　　　　　Cと，280～301）。Cの2種の結品性物質を止避il

とに両側卵巣を切除し，以後｛4三周期が完全に欠除せる　　　　　食塩水溶液とレく皮下1i謝した場合：

をたしかめe切除十数日めにEstradie1をそれぞれ　　　　10mg／100g，20mg／1QOg，50mg／1．OOg，1（）Orng／1〔｝Og

OIO。2mg・0・004mg，0・〇五mg，0．02mgの各馳5　の撒を欄皮梱1射して，幽1聴えの㈱をみた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，2種の各錨：とも多少の不焼則な性周期橡セしめす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことはあつても，だいたい．Tl三常な幟鯛期橡がみられた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第21，　22隠Do

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13　ラット性湖期にたいするFumarateおよび

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUccinateの作用：

　　Is　訟“　°°　‘ヴ　　　　S。di・mF・・m・・a・・撤びS・diurn・u・・i・、・。の
　　　　　　　　輪・・1写　’°　‘ゆ　・・m，／i。・9，・。m、！…9，3Qm、／1・・9、5。m、／Z。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9・100mg／1009の各鐙を生理食旛水溶液として，10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～13日閥連続して皮下注射をおこない，姓周期像に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいする影響をみたが，各盤ともbkとんど変化をしめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さず，だいたい皿常なる性周期像をしめした（第23，

　　ls、，翫ぺ　2°1・1　　・4縢性物質嚇胱の他・
第19図ラバの性剛醐にたいするムラサキエキ　　マウxをもちいて鱗幽勿質の醐1をしらべたとこ

　　　　　スの作用　　　　　　　　　ろ・5mg！109～10mg．・／1。9の腹1幽搬射で醐暁；吠
A：辞ス5°m・／1°°9・・c・Bはキ・1・・mg／…9・…　があらfi・Pれ，3・轍で死亡する・とが多く揃，獅

爵イ仁期

hlVPtP

上㈱

購

　　　　　　　　　　　　　Estrnt｛e・to・DZ・8・εfζr乳　　蹴♂；　　E∫賊

0師傭　　　　　　　　↓　　↓　　　↓　　↓

　　　　　　　　　　　　　　蘇琶麗Lロ救　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ve）

第20図　卵粟を摘出しEstradiolを投与せる，ラツトの性周期にたいするムラサキエキスの作用
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周期にたいする影響では，0，8mg／100gの腹腔内注射
爵f助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも性岡期像には変化がみられなかつた。
埆痢

上翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　察
閥鯛

　　　エ　　ナ　　　1°　　　tk　　　ヱ゜　個♪　　　　めて低く，マウス，カmルのごとき小動物で轍致死蹴

第21図。，サキ饗。鴬得、，聯，融吻質搬す…劇・であつて・そ曜鰍・隙
　　　　　（隙・87～19〔・・C）のラ州コ三剛1たい　5°O「ng／109をこえる大［，il・：一（1’あ・るとMii．t）（E，され’k・・また

　　　　　する作胴　　　　　　　　　　　　　　　　中毒性状としても，250mg／10宮～500mg／109とい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う大量投与時に，比較的一過性の鎮静，自発運働の減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弱厳どの麻痺症状がみられるVU　－1一ぎず，これらrD梅疲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状も数時間後はまつたく投与前の状態に圓復した。さ

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　らにラツトの性周期にたいするi鍵験において，ムラサ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キエ・キスを100mg／loO9　という比i鮫的火・1猛を一・・i・・va　rfi

　　　　　　　　　Stfite　tttt，”a．A．c　　　　　　　　　　にわたつて連日皮下注射をつづけたが，砥とんど中操

　　　1’　1・　’…　　吻　　蹴齢こらず，蝋も鰯で，繍峨魏どもみ
　　　　　　　　　言艘tl敦　　　　　　　　　　　　　　られなかつた。このことから，ムラサキエキスの侵期

　第22図　ムラサキエキスより得られた結品｛ピ1三物質　　　投与による慢性中毒α）可能性にまで需及することはで

　　　　　1幣。驚゜°°g）のラツト性h／／WVIvcた　きない配・噛量が燃・胤いかぎ・は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慢慨中毒をきたす魚険はかなり少いものとかんがえら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる。さらに一般薬理作用についても，ムラサキエキ

角1頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スは生体にたいする作用は，はなはだ少いことがわか

上鱒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つたが，性周期などの性器系にたいしては特異な作用

tntm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞍有し，この点まことに興味深いものがある。

lneR　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一一一般薬理作用のうちで，心臓にたいする作用をみて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も・魔体内心臓ならびに摘出心臓のいつれに需いて
　　　　　　　　緑慮H疲　　　　　紳ノ　　　　　も，かなりの大量投与あるいは高濃度の灌流におい

　第23図　ラツト性周期にたいするSodiUm　Fum一　　て，はじめて抑制作JTNがみられた。すなわち500mg／

　　　　　arateの作用　　　　　　　　　　　　　　　10gという大盤あるいは2．5a／oという高濃度液の灘流

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，はじめて抑制作用がみられるということは，他の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般の薬物では考えられない盤ないし濃度であり，ム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラサキエキスそのものの1乍用というよりは，その粘稠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度あるいは滲透圧などの物理的な影響が少なからず関

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係すると考えねばならぬであろう。

　　　1㌦旺擁te　’°の　　灘瓢：；響費澱講頴蹴難契
　第24図ラツト性周期にたいするSodium　Succi－一　　た。ウサギにおける1白L圧の変化も，だいたい呼吸興奮

　　　　　nateのma　　　　　　の1繍に傲して下降醐られたが，。の下降の飛　度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　および持続は投与量に闘係し，投与鑑が多いほど下降

比してかなり高度の毒性を有することがわかつた。さ　　　の度は大きく，また撞続時間も長くなる。ウサギの心

らに本色素について，in　vitroで白癬菌，　Candidaに　　　臓にも，ごく大鐙投与時にのみ一過性の心還動振幅の

たいする抗菌作用を研究した。すなわち静菌力試験で　　減少がみられるが，心搏動数には薯変はなかつた。こ

は両者にたいして作用がみとめられ，殺菌力試験で　　　のように心臓ならびに呼吸にたいしては，冷血動物，

は，とくに白癬菌に完全な殺菌がみられたが，Cand一　　温血動物のいつれにおいても，きわめて軽度の作用を

idaでは殺菌作用は不確実であつた。またラツトの性　　　有するにすぎないことカミわかつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寮
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　　ウサギ，ヒキガエルでおこなつた宋梢皿h管の灌流実　　　ないし避妬作用については，Trainによるイソデイア

　験でも，1～5％という尚濃度ではじめて溜’流i：の減　　　ソの内服による避妊iこついての報告にはじまり，Cra一

　少がみられたが，これも織夜による1血管収縮f／1｛用と解　　　nston，　Zalll，　Plunkettら司，動物実駄により発’hll　l｛llの

するよりは薬液自身の滲透圧あるいは粘卿変による灌　川別飾型察している。

　流量の減少も関与していることが考えられる。　　　　　　　かSるムラサキによる発情期抑lllllの作用機序なしら

　　しかるに輸尿管カニユーレ法により実験したウサギ　　　ベるために，去勢雌ラットにEsヒradiolを皮下注射

　の利尿作用においては，10mg／kgという比較的少jl｝：　　して，　fll常の性111可IU！捻出現させて齢いてから，これに

　の静注で・すでに尿排出の減少がみら；11，，loorng／k9　　ムラサキエキスを30mg／lOog～loomg／lOOgを皮

では利尿は翻剛ll　llされ・潮抄後にはほとんど　下時醐してみたが溌h糊の欠除のごとき胴期の

　Mk排出は停止して無尿状態におちいつた。このように　　　変化はまつたくみられなかつた。このことはPlunlひ

ムラサキエキスによる利尿抑制作川1よかなり著明であ　　　ettも観禦しており，さらに田原⑩も去勢ラツトの膝

り，かつk：4J’・FJの辮禰・間も駅1投与撒増すと1凝　のr，；st・・9・・感’酬三はムラサキの投与にょつても影響

んど鰐に近い状態になるカ～・このさいTIle・phy11一　さ才・ないことを鯉Fしている．このことかLr）　；t，　，ラツ

ine系の利尿促進剤をもちいてもまつたく影響はみら　トの捌1糊にたいするムラサキの抑翻・剛は颪接

れなかつた・　　　　　　　　　　E・t・。9・nec．）Vr・lr」4）1；ll」1，によるもa）で舳：いこと｝燗

　前述のようにムラサキ辞ス卿1猛縣にはごく轍　 らかで，さきにも述べたよう樹．f、、．にあるr随…体には

の作用をしめすにすぎず・大棚投与時にても軽度かつ　　　たらいてG，nコadetropinの分泌な抑制し、それによ

｝’ ﾟ性の、血圧下降作用がみられるのみであるのに、腎　　　つておこる二次的の変化であろうと思われる。

における利尿にたいしては、高度かつ持続的オΩ抑制作　　　　この，ll：ミについてナ験をおこなつだ福沢⑰は，ムラサ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t用をしめした。このことから，ムラサキエヤスによる　　　キはGonadotropin（ヒキガ・幽’し・の排縞作用）阿く活性

利尿抑制作用は，「欝血．流醐の減少｝こもとつく尿分泌の　　　化作用があること，またムラサキエキスより責、られた

減少というよりは，腎細尿管における水分の再吸収の　　　結品i望li物質には1・”urnaric　acid，　Succinic　acidが比

異常寛進にもとつくと考えるのが妥当であろう。しか　　　較的多」：に．ふくまれていると述べている。博者はムラ

もこれは性周期などにたいする影蝉とあわせ考えると　　　サキユキ7・と併行して，FUmarate，　Succinateにっ

き・おそらく脳下轟体系を介するホルーt－　；／性作用とお　　　いても性周期にたいする作用を検索したが，この両噺

もわれ・この点ムラサキの作用1幾序癒解明する手がか　　　にはまつたく発｛1」期抑制のごとき作1目はノられなかつ

りの・一一つとなろうと考えられる。田原⑭も1、ラサキが　　　た。

Oxytocin・Vasopressin様1ノド用を仔するか否かを雌ラ　　’前紀田原もムラサキの窟効成分として，　Fumaric

ツトをもちい・稲生・火園変法により検したとこ、ろ，　　　acidが関係するらしいと述べている。しかし今回の

利尿抑制がみられたと報告してをり，かxる利尿抑制　　　著者の談；験からは，ムラサキの発惰期抑制作月引には慮

作用は・諺学者の考察するように間脳一下戴体系な介　　　撞FumarateあるいはSuccinateが関係するとはい

しておこると推定することにより説明づけられる。　　．　い難く，なお検討癒要する点カミ多い。

　つぎに平滑筋臓器にたいする作用をみると，生体内　　　さいきん伊藤⑲三滑ll⑲はムラ→rキエキスより結晶性

腸管ならびに子宮には20Cmg／k9の大蚤静注時には　　　物質を精製するさいに残るC物質について，著明な

じめて運動の抑制がみられるが，比較的一過性であ　　Gonadotropin不活性化作用を1‘Ili明し，さらにこのC

り，放縄しても短ll・欄で圓御する。摘出腸管ならびに　　　物質はQuinene召と関係があり，　C物質のin　vitro

子宮にたいしても，生体内のそれと同様な傾向がみら　　　のGonadotropin不活化成分はQuinone体であると

れ，かなり高濃度にいたると運動抑制，緊張低下がみ　　　述べている。上述のごとくムラサキの作用にかんする

られるにすぎなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　研究は，かなりすすんできつつある現i犬とはいえ，ま

　ラツトの性周期にたいする作用は・20mg／1009～　　　だ解明されない点も少なくない。今回の著蒋の研究か

30mg／1009の皮下注射では性周期像が不正確となり，　　らみてもムラサキの毒性はぎわめて低く，かなり大鍛

発情期の欠除がみられるが，100mg／IOOgでは著明な　　　1こわたらないかぎりは循環器，呼吸器その他の主要臓

発糊の抑制がみられ・注射を継続している期聞は完　器にたいしてもほとんど作用はみとめられなかった。

金に発情期はみられなくなつた。しかし注射を中止す　　　しかも大燈投与時にみられる麻痺，」貢旺下降，呼吸興

ると・数階へてふたたび発情期洲当現した・　　奮も嫌的一過性であり，また数日ないレ傲日1・・C、2－，

　すでに述べたごとく，ムラサキによる発情期の抑制　　　たる速続投与でもなんら障薄はみられなかつた。これ
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らのことからも，ムラサキは．単回投与田1・にはもちろん　　　本論文の要旨は第18回日本薬理学会関東部会（昭

のこと，述用によっても蓄積による慢性rド毒のおそれ　　　不033年）に．おいて発表した。

は少いと激られる・この点冷後の臨床撒にあた　鞭終るにあたり。鱒，欄批まわつゾ。赤撒

つて，ぎわめて好都合のことである・　　　　　良ll教授ならびにご助加・さつkT・J1・古…糊獅に感謝口｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。また薬物の抽出に種々ご援助ドさつた橘生薬晶工
　　　　　　総　　指　　　　　　　　　　　　　　　　業（株）研究課三三沢薬学士ほか，県衛生都薬務課小材く

繍・ホ　・オ・（…h・sp・・m・m・…h・　葵糠砦繍lli顯i，警欝瀟鞭撰

hyzon・Sieb・et　Zucc・）の根部より・Alcohol抽出に　　　されt：一一志未義の諸氏に感謝します。

よりえたエキスの称性，一般薬理作用ならびに性周期

にたいする影響について研究した。　　　　　　　　　　　　　　　　文　　献

　1　ヵエルおよびマゥスにたいする棚生は非常にノ1、　　①PinCttg，　G．：Arch，　Bioch，，　Ig，1948（臼木医事新

で・致死銀：はいずれも500mg．　f10g以上と推箆され　　　報，169蝿，昭31年より引用）　⑨Sieve，　B．　F．1

る・なお大鍛与時の輔痴燃麻獅鰍が主であつ　S、i，n，e，116；373，1952　③H、b・rl、・d・，・鵡糠

た・　　　　　　　　　　　　　八郎，グレソツゲビート臼，193奴淋1琳新報，1694
2カ・T一ルの生f納心臓｝こたいしては・5°°「ng！1（）s「　㌘｝，昭3・｛駄・捌∫r】）④飯［rl鰍：・Fl㈱｝1乱1∫．？；

の11謝にて構とんcYf’FfH　7k’く，1酬心II蔵には2・5％　ユ87，1955　⑤飯剛gq：，勲，H聯，7；548，1955

の濃ではじめて1糊1’1勺に作肌た・　　　　①糊・珍，本輔翻，郎胱繍1脚1湘剛職蕗
　3　ウサギの呼吸にたいしては・800mg／kgの大徽　　　4「ll｝，213，昭5年　　　⑦Train，　P，，　Henri〔・ks，　J，　R．

静脈注射にて盟づ醗1三の呼1吸興奮がみられるにすぎない　　and　Archer，　W．　A，：Contrib，　t〔，wards　a　Flora　of

が，・IMEE1には80mg／k9以上で一継の’隅がみら　Nevad。，　N。．、33、C、　Washingt。n・1941）⑧C・a・・St，。・，

れた・また心動にたいしても・di過性の抑制傾向を’み　　　E，　M．　and　RobinSon，　G．　A．：Proc．　SuC，　Exp，　Blol、

るにすぎなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　and　Med，，70；66，19a9　　⑨Piunkett，　E．　R．　and

4ウW－　：t－“の欄幽：介・血鰍1瀧らびにヒ勃’淵・　N、，bl，，　R．　L．，E。d。c，i。。1。gy，　59；1，　1951⑩D…

後肢1僻聯｝は破験1こおいては・いつれも1～5　、she，，　M．　L．，E。d。、，i。。1。9y，45…12〔｝，1949

％の灘液の注入｝駄り麟収紐1㈱がみられた・　⑪D，ashe，，　M．・L．、n，1・Z、hl，　P．　A．・P・。・．　S。・．

5ウサ物利尿にたいしては5°mg／k9の静脈～1三　E，p．　Bi。1．。。d　M，d．，・63；66，　1，946⑪）P1・・k・tt，

射で尿排出量の低下がみ　C）　；｝／た・　　　　　E、　R．，G。lpitt，，　R．　V．、nd・N。b1，，　R．・L．・P・。c．

6ウサ物生体内　贈ならびに子脚たV’し・て・　S。c．．E。p．　Bi。1，。。d・M，d．，73、3・ll，　19・5，・O⑬N・b－

10mg／kg　一　40・nglkg　L／」・の静脈酬で鋤の1購　1。，．R．．L．　Plunketし，．1・・．．R．，　Rev．．Can．．d。　Bi。1．，9

の灘がみられた・摘隅午　ならび好’離たし’して　、85，】95。⑭糊伽了1撒男、琳幽噺報，

1°’’”以」・の高灘で1臨察・嗣・職の低下が棚tた・　第、69蹴・・、・・5・⑯lrU京靖樋㈱，8、

　7　ラツ1’の性周期には・50mg／loOgの1髪下注射に　　1179，1956　　⑩H】原・靖：鷹婦阯界，10；71，1958

て明らかな発情期の抑制がみとめられた。しかし玄勢　　⑰福沢芳電：日産婦誌，10i1183，1959　　⑱伊藤寛

雌ラツトec　Est’adi°1を酬してあらわれ硯㈱1を　治，酬医誌，8、2284，・1959⑲謝鮮｝・t、・。”州医

抑制しなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　融，8；2305，195g　　⑳Wiesner，　B，　P，　and　Judik－－

　8　エキスよりえられた結晶性物質（融点187～i90　　in，　J．壽Nature，170；274，1952　⑳畏野獄衛坐部藥

゜Cおよび28°～3°0°Cの2種）ならびにFuma一 @務誤編難より「抗受黎作用成分研究」（プ・yb，

「rte・S°ccinateには獅讐糊1制作用は紡漁かつ・11召3・年）より朔　⑳Z、h1，　P．　A、：P…．S・c，

た・　　　　　　　　　　　E。p．Bi。L。。dM，d．67；405，1948
　9　ムラサキ根よりえられた色素｛象物質に．は，0．8

mg／loo9の腹腔内注射で発情期抑制作用1鼠みられな

かった。


